
                      

美 術 科 

１．これまでの取組（前年度からの課題を含む） 

 美術科では、昨年度までの研究で「『造形的な見方・考え方』を働かせながら、自己のアイデアを基に

新たな発想を生み出すことで、更に豊かな表現を目指して自ら追求できる生徒の育成」を目指してきた。

そのために、作品のアイデアを発想や構想をする段階において、形や色彩から受ける印象や美しさなど

造形的な視点から発想する「試行活動」と、その自分の発想を基に他者の見方を加えて構想を検討する

「構想検討タイム」を設けてきた。その結果、生徒たちは造形的な見方・考え方を働かせた新たな発想

や構想をすることができ、発想がより広がったと考える生徒が増えた（全体の 85％以上）。課題として

は、生徒の発想や構想が、検討を行ったグループ内での深まりに限定されてしまっていることがある。

また、自分が何を表現したいのか分からず、発想できない生徒もいた。 

今年度は、生徒それぞれが「試行活動」や「構想検討タイム」で得た発想や構想を、ICT を活用する

ことでグループ内だけでなく学級や学年全体共有することで、豊かに発想し構想を深め、自らの主題を

追求し表現する生徒を育成していきたい。 

 
２．美術科における「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体として充実させる ICTの活用 

「個別最適な学び」の「学習の個性化」では、導入において様々な美しい芸術・参考作品などの画像

や動画を鑑賞することで、生徒一人一人から生まれる興味や関心を基に自らが表現したい主題を設定す

ることができるようにする。生徒の主題の実現に向け、自分の発想や構想に関する情報や、他者からの

アドバイスなどを制作記録で蓄積しながら試行錯誤をくり返し、自らの答えを見いだせるようにする。 

「指導の個別化」では、ロイロノートに提出される振り返りやアイデアスケッチなどの制作記録を基

に、生徒のつまずきに対する助言や、主題の方向性との違いの修正、発想の実現に向けた指導に生かし、

生徒が学習を調整しながら進めることができるようにする。 

「協働的な学び」ではロイロノートや Jamboard の共有機能を活用し、生徒同士のアイデアを共有し

たり、自分のアイデアを他者から見たときにどのように感じられるのか検討し合ったりすることで、自

分とは違う価値観や視点に気付き、それらを自分に取り込むことで新たな発想や構想を高めることがで

きるようにする。 

生徒が自ら生み出した主題に対して主体的に発想や構想をし、「構想検討タイム」により自分以外の

発想や構想に触れたり、自分とは違う視点からのアドバイスを受け取ったりすることで、それを踏まえ

て再び自分の発想や構想を練り直すことができるようにする。 

 

３．問題解決の各過程における ICT の活用 

問題解決の過程 ICT の活用 

出会う 
教科書や資料集の QR コードから見ることができる作品や技法を鑑賞する。 
活動の具体的なイメージをもたせるために写真や動画などの視覚教材を提示する。 

試す・広げる 
ロイロノートや Jamboard 上で「試行活動」の情報を共有する。 
ロイロノートを用いてアイデアの情報を共有し、「構想検討タイム」を行う。 

表す 
アイデアスケッチを複製することで多様なパターンでの「試行活動」を行う。 
イラストアプリのレイヤ機能による色彩表現の「試行活動」を行う。 

振り返る 
鑑賞時に学級全体で作品を共有するために集約、共有する。 
本時の自分の活動を記録し、次の授業につなげる制作記録を残す。 
Padlet に写真を貼ることで学級や学年を越えた作品情報を共有する。 

 



 
○ 題材全体の活動の見通しをもつ。 

   

 

○ 粘土を実際に用いて表現方法の「試行活動」を行う。 

○ 季節を感じる和菓子について発想や構想をする。 

〇 発想や構想をしたアイデアについて「構想検討タイム」を

行う。 

 

〇 構想したアイデアを基に、粘土で和菓子を制作する。 
 

〇 作品を鑑賞し合い、よさや工夫点を話し合う。 
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＜使用したアプリ等＞ 
ロイロノート 

 



                      

４．成果と課題  

実践を終えての成果 

・授業ごとにその授業で考えたことや気付いたこと、学んだことな

どを言葉で記録し、アイデアスケッチや作品の写真を撮影したも

のを貼り合わせた制作記録を作成することで、次の授業で自分の

発想や構想の課題を明確に確認することができ、授業ごとの連続

性をより保つことができるようになった（図１）。 

・集約した生徒の制作記録から生徒の発想や構想のつまずきなど

を読み取り、授業中に教師から生徒へ積極的な声かけを行うこと

で、つまずきの解決やアイデアの改善を図ることができた。 

・粘土を使った「試行活動」の時間を取ったことで、生徒は自分の

発想が実現可能か検討することができた。また、そこで分かった

粘土の特性や、色の混ぜ方などといった情報をそれぞれ共有した

ことで自分の構想を練り直すことに生かし、表現したいことの実

現性を高めることができた。 

・作品の制作過程を授業ごとにロイロノートや Padlet で共有した

ことで、生徒同士が「構想検討タイム」などからアイデアのヒン

トを得ながら進行状況を知ることができ、完成に向けての過程の

見通しが生まれ、自分の制作活動を調整することができていた（図２）。 

・共有した作品の写真を見て授業後に互いの発想や構想を称賛し合ったり、使用している技法について

生徒同士が質問し合ったりするなど、授業外でも生徒が主体的に学び合う姿が見られるようになった。 

 

実践を終えての課題 

・アイデアスケッチの段階で豊かな発想をしていても、実際に制作する中で新たな制作上の問題が生ま

れ、アイデア通りに進めることができなくなったことで、アイデアの実現を諦め、安易な表現に変え

てしまう生徒の姿が見られた。生徒が諦めて別の方向に進んでしまう前に教師からの支援を行い、生

徒のアイデアを実現していけるようにしていきたい。 

・生徒同士が互いの技法を知りたい場合、制作過程をそのまま見せられるとは限らず、言葉だけの説明

では限界がある場面があった。技法について撮影した動画を用いることで情報を共有し、生徒の表現

の幅をより広げられるようにしていきたい。 

・紙や粘土、絵の具などの素材や材料を「試行活動」する時間を設けると、題材全体の時間が圧迫され

てしまう部分があるので、今後も ICT を効果的に活用して生徒の活動時間を確保していきたい。 
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〈図１ 生徒の制作記録〉 

 
〈図２ Padlet による作品の集約〉 


